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令
和
７
年
10
月
１
日
、
都
庁

第
一
本
庁
舎
５
階
大
会
議
場
に

お
い
て
「
令
和
７
年
度
東
京
都

功
労
者
表
彰
式
」
が
開
催
さ

れ
、
当
組
合
理
事
で
株
式
会
社

ユ
タ
カ
工
業
の
中
島
新
吾
理
事

が
表
彰
さ
れ
た
。

　

本
表
彰
式
は
、「
令
和
７
年

度
東
京
都
名
誉
都
民
顕
彰
式
」

と
同
時
に
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
東
京
都
の
小
池
百
合
子
知

事
も
出
席
し
た
。

　

東
京
都
功
労
者
表
彰
は
、「
地

域
活
動
功
労
」
な
ど
13
分
野
に

お
い
て
、
２
７
３
名
（
う
ち
19

団
体
）
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

た
。

　

式
典
に
お
い
て
小
池
知
事

は
、「
気
候
変
動
に
よ
る
自
然

　

東
京
水
道
株
式
会
社

（
T
W
）
が
12
月
１
日
、
ヒ
ル

ト
ン
東
京
で
開
催
し
た
「『
東

京
水
道
の
日
』
記
念
式
典
」
に

は
、
東
京
都
水
道
局
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
者
が
来
賓
と
し
て

出
席
し
、
当
連
絡
会
か
ら
は
貝

澤
二
郎
代
表
理
事
が
来
賓
と
し

て
出
席
し
た
。

　

式
典
で
は
、
局
職
員
と
T
W

社
員
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
水
道
事
業
に
お
け
る
女
性
の

活
躍
」
が
行
わ
れ
た
。
入
都
当

初
を
含
め
水
道
局
へ
の
配
属
経

験
を
持
つ
松
本
明
子
副
知
事
も

出
席
し
、
水
道
事
業
の
持
続
と

さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
、
多

様
な
部
門
に
お
け
る
女
性
の

キ
ャ
リ
ア
の
広
が
り
に
つ
い
て

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
「
東
京
水
道
の
日
」
は
、
東

京
の
近
代
水
道
の
始
ま
り
で
あ

る
、
淀
橋
浄
水
場
か
ら
神
田
・

日
本
橋
地
区
へ
の
給
水
が
開
始

さ
れ
た
明
治
31
年
12
月
１
日
に

由
来
す
る
。
令
和
元
年
に
は
日

本
記
念
日
協
会
か
ら
認
定
を
受

け
た
。

　

東
京
の
水
道
の
魅
力
を
発
信

し
た
い
と
の
考
え
か
ら
、
当
時

東
京
水
道
サ
ー
ビ
ス
社
長
で

あ
っ
た
野
田
数
T
W
社
長
が

東
京
都
水
道
局
へ
提
案
し
た

こ
と
が
制
定
の
き
っ
か
け
で

あ
る
。
そ
の
後
、
東
京
水
道

サ
ー
ビ
ス
と
P
U
C
の
合

併
に
よ
り
、
令
和
２
年
４
月
に

T
W
が
業
務
を
開
始
し
、
今

回
で
５
年
目
を
迎
え
た
。

　

記
念
式
典
の
冒
頭
で
野
田
社

長
は
、
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
東
京
水

道
の
日
を
「
私
に
と
っ
て
も
非

常
に
特
別
で
、
思
い
入
れ
の
あ

る
日
」
と
感
慨
を
示
し
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
共
に
考
え
る
機
会

と
な
る
こ
と
へ
の
期
待
を
語
っ

た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
東
京

都
水
道
局
の
山
口
真
局
長
、
東

京
都
管
工
事
工
業
協
同
組
合
の

五
十
嵐
隆
理
事
長
、
東
京
都
水

道
専
業
者
協
会
の
白
岩
俊
雄
会

長
、
三
多
摩
管
工
事
協
同
組
合

の
星
野
護
理
事
長
、
当
連
絡
会

の
貝
澤
代
表
理
事
が
登
壇
。
こ

の
う
ち
山
口
局
長
は
、
局
と

T
W
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
経
営

を
推
進
す
る
中
で
、
今
年
度
が

業
務
移
転
の
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ

に
移
行
す
る
節
目
の
時
期
に
当

た
る
こ
と
に
触
れ
、
T
W
は

東
京
の
水
道
を
支
え
る
重
要

な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
述
べ

た
。

　

ま
た
、
石
井
英
男
副
社
長
は

「
東
京
水
道
の
日
」
制
定
の
経

緯
に
つ
い
て
改
め
て
説
明
し
、

水
源
の
一
滴
か
ら
続
く
物
理

的
・
歴
史
的
な
流
れ
に
言
及
。

「
単
に
近
代
水
道
の
発
祥
・
幕

開
け
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に

あ
る
巨
大
な
水
配
シ
ス
テ
ム
を

築
き
上
げ
た
先
人
た
ち
の
知
恵

と
努
力
に
思
い
を
は
せ
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。

　

当
連
絡
会
顧
問
で
、
元
公
明

党
東
京
都
議
会
議
員
の
吉
倉
正

美
（
よ
し
く
ら
・
ま
さ
み
）
氏

が
、
12
月
21
日
に
永
眠
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
75
歳
。

　

吉
倉
氏
は
、
２
０
０
５
年
か

ら
東
京
都
議
会
議
員
を
３
期
務

め
ら
れ
、
退
任
後
は
当
連
絡
会

の
顧
問
と
し
て
、
連
絡
会
の
発

展
に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

災
害
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
明
ら

か
に
様
相
が
異
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
A
I
を
は
じ
め
と

す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
予
想

を
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
で
進
化
を

遂
げ
て
い
る
。
幾
重
の
課
題
や

変
化
に
直
面
す
る
中
、
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
ゲ
ー
ム

チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
都
市

の
役
割
は
高
ま
っ
て
お
り
、
東

京
は
率
先
し
て
そ
の
役
割
を
果

た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
明
確
な
戦
略
と
意
思
の
も

と
、『
人
』
の
力
を
生
か
し
、

都
市
の
力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
一
人
ひ
と
り
が

輝
き
、
未
来
を
信
じ
て
知
恵
を

出
し
合
い
な
が
ら
今
日
の
東
京

を
築
い
て
き
た
皆
様
の
功
績

に
、
改
め
て
思
い
を
い
た
す
と

こ
ろ
で
あ
る
。
極
め
て
速
い
時

代
の
流
れ
の
中
、
幸
せ
を
実
感

で
き
る
世
界
で
一
番
の
都
市
・

東
京
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
も
、
皆
様
の
豊

富
な
知
識
と
経
験
が
欠
か
せ
な

い
。
引
き
続
き
力
を
貸
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　協同組合東京都水道請負工事連絡会は、下記のとおり事務
所を移転し、令和 7年 10 月より業務を開始いたしました。
　今後とも変わらぬご支援、ご厚情を賜りますようお願い申
し上げます。
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（電話・FAX番号に変更はありません）

小池知事とともに記念撮影

中島理事が看板の前で

東京水道の日　記念式典

野田社長とともに記念写真

貝澤代表理事

吉倉正美氏

事務所を移転

「
東
京
水
道
の
日
」
記
念
式
典

貝
澤
代
表
理
事
が
来
賓
と
し
て
出
席

訃  

報
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本社 / 戸田営業所

 

東
京
都
功
労
者
表
彰
式

ユ
タ
カ
工
業
の
中
島
新
吾
当
組
合
理
事
が
受
賞

令和 7 年度


